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議会の動き

環境環境のの“今”“今”をを学ぶ学ぶ
会津こもれび発電所� （会津坂下町大字坂本）

会津若松地方広域市町村圏整備組合
環境センター（ごみ焼却施設）

（会津若松市）

学校給食センター�（会津坂下町大字大上）

　福島の資源を生かした環境にやさしい発電所であり、会津地
域を中心とした間伐材の木質チップを燃料として、7,100ｋｗ
の発電出力を持ち、年間発電量は5,100万kwhを見込み、約１
万7,000世帯分の年間電力消費量を生み出している施設でし
た。
　安全対策を徹底し脱炭素社会実現に貢献している企業であり
ました。
　また、地元雇用の職員の方々もおり、雇用の促進にも貢献し
ている発電所でありました。

　以前の施設の老朽化が進んだため、最新の
技術を導入し、高性能で、災害に強く、長寿
命で経済的な、環境にやさしい、環境教育の
拠点となる施設を作り上げました。
　ボイラーで発生する蒸気の力でタービンを
回転させる発電機も備えており、年間の売電
は約３億円を見込んでいるとのことでした。
　各市町村の負担金はごみの搬入量で割り振
られるとのことで、より一層ごみの減量化を
進めて行かなければいけないと思いました。

　令和８年度〜12年度までの５年間の調理・搬送
業務について、従来からの請け負い業者である
（株）メフォスが選定され、議会全員協議会におい
て報告されました。
　前回は５年間で２億7,500万円の委託料でした
が、物価高騰の影響により1.79倍の４億4,700万円
での契約となりました。
　衛生管理や健康管理体制がしっかりしており、ア
レルギー対応もきめ細やかで、安全安心で高品質
な学校給食を提供していただける業者でありまし
た。
　当日の給食も試食し、ミートソースを大変おい
しく頂いてきました。
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議会の動き

委員会名 委員長 副委員長 委員

総 務 産 業 建 設 目黒　克博 髙久　敏明 小畑　博司・五十嵐　正康・山口　享
水野　孝一・赤城　大地

文 教 厚 生 物江　政博 横山　智代 佐藤　宗太・五十嵐　一夫・酒井　育子
青木　美貴子

議 会 運 営 五十嵐 正康 酒井　育子 目黒　克博・物江　政博

広 報 広 聴 特 別 青木　美貴子 佐藤　宗太 髙久　敏明・山口　享・五十嵐　一夫

新庁舎建設検討特別 青木　美貴子 髙久　敏明
横山　智代

目黒　克博・物江　政博・小畑　博司
佐藤　宗太・五十嵐　正康・山口　享
五十嵐　一夫・水野　孝一・酒井　育子

議 会 改 革 特 別 佐藤　宗太 水野　孝一

髙久　敏明・目黒　克博・物江　政博
横山　智代・小畑　博司・五十嵐　正康
山口　享・五十嵐　一夫・酒井　育子
青木　美貴子

会津若松地方広域市町村圏整備組合議員 山口　享・五十嵐　一夫

監査委員（議会選出） 小畑　博司

令和8年度より、会津坂下町議会は令和8年度より、会津坂下町議会は
新たな体制で動きます新たな体制で動きます
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みんなのひろば
今回は、八幡地区で行われているつるし
雛でひなまつり実行委員長の舟木健治さ
んにお話しを伺いました。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

八幡地区つるし雛で
ひなまつり

小さなきっかけで地域のイベントが、今で
は４日間で 2,000 人を越える町を代表するよ
うなイベントのひとつとなっています。地域
の皆さまが同じ気持ちでイベントを運営して
いることは大変素晴らしく、協力的な行政の
力も大きいと感じています。

来年度はますます楽しく魅力的なイベントにな
ると思います。今から来年度が待ち遠しいですね！

来場者数推移
令和5年度 2,233人
令和6年度 1,885人
令和7年度 2,398人※

※プレオープンを含む

今後とも継続的なお力添えをいただきたいと思います。また、
本イベント期間中に他地区との共催イベントや飲食店や史跡めぐ
りなどのコラボ企画が出来たら（只見線に乗ってシャトルバスで
つるし雛を見に行くとか、旅行会社に企画持ち込みする等）もっ
と町が賑わい、わくわく感が増すと思います。

会津坂下町の物産の販売もしました
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縁の下の力持ちとして協力している地域の男性方


